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標
準
と
な
る
家
屋
の
価
格
は
、
総
務
大

臣
が
定
め
る
固
定
資
産
評
価
基
準
（
以

下
「
評
価
基
準
」
と
い
う
。）
に
基
づ

き
市
町
村
長
が
決
定
す
る
（
地
方
税
法

第
３
４
９
条
、
第
３
８
８
条
第
１
項
、

第
４
０
３
条
第
１
項
）。

評
価
基
準
に
よ
る
と
家
屋
の
価
格

は
、
家
屋
を
木
造
と
非
木
造
に
区
分
し

た
上
で
、
再
建
築
費
評
点
数
に
経
年
減

点
補
正
率
を
乗
じ
る
な
ど
し
て
算
出
す

る
（
評
価
基
準
第
２
章
第
１
節
）。

経
年
減
点
補
正
率
は
、建
物
の
用
途
、

構
造
及
び
経
過
年
数
ご
と
に
区
分
し
て

定
め
ら
れ
て
い
る
（
評
価
基
準
別
表
第

13
）。
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
又
は

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
（
以
下
「
Ｓ
Ｒ
Ｃ

造
等
」
と
い
う
。）
の
建
物
は
、
鉄
骨

造
の
建
物
と
比
較
し
て
補
正
率
の
数
値

が
大
き
い
た
め
、
鉄
骨
造
の
建
物
と
比

較
し
て
固
定
資
産
税
が
高
く
な
る
。

複
数
の
異
な
っ
た
構
造
を
有
す
る
一

棟
の
家
屋
に
対
す
る
経
年
減
点
補
正
率

の
適
用
の
仕
方
に
つ
い
て
、
評
価
基
準

は
特
段
の
定
め
を
置
い
て
い
な
い
。
学

説
及
び
実
務
上
は
、（
１
）
一
棟
の
家

屋
を
構
造
の
異
な
る
部
分
ご
と
に
区
分

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
に
該
当
す
る
補
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５
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７
７
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５
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４
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４
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）

本
件
は
、
複
数
の
異
な
っ
た
構
造
を

有
す
る
一
棟
の
家
屋
に
対
し
て
固
定
資

産
税
を
課
す
た
め
の
評
価
を
行
う
際

に
、
家
屋
の
低
層
階
部
分
の
構
造
の
経

年
減
点
補
正
率
を
一
棟
全
体
に
適
用
す

る
こ
と
が
適
法
か
否
か
に
つ
い
て
、
最

高
裁
と
し
て
初
め
て
見
解
を
示
し
た
も

の
で
あ
る
。

家
屋
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の
課
税

正
率
を
適
用
す
る
構
造
別
方
式
、（
２
）

家
屋
の
床
面
積
の
う
ち
最
も
大
き
な
割

合
を
占
め
る
構
造
の
補
正
率
を
一
棟
全

体
に
適
用
す
る
床
面
積
割
合
方
式
、

（
３
）
家
屋
の
低
層
階
部
分
の
構
造
の

補
正
率
を
一
棟
全
体
に
適
用
す
る
低
層

階
方
式
な
ど
が
考
え
ら
れ
て
き
た
。
複

数
の
異
な
っ
た
構
造
を
有
す
る
家
屋
は

一
般
に
、低
層
階
部
分
が
Ｓ
Ｒ
Ｃ
造
等
、

高
層
階
部
分
が
鉄
骨
造
で
建
て
ら
れ
、

後
者
の
床
面
積
が
大
き
い
こ
と
が
多
い

た
め
、（
２
）
の
方
式
で
あ
れ
ば
固
定

資
産
税
額
が
相
対
的
に
安
く
、（
３
）

の
方
式
で
あ
れ
ば
固
定
資
産
税
額
が
相

対
的
に
高
く
な
る
。

大
阪
市
に
あ
る
地
下
２
階
か
ら
地
上

１
階
部
分
が
Ｓ
Ｒ
Ｃ
造
等
、
地
上
２
階

か
ら
18
階
部
分
が
鉄
骨
造
の
建
物
に
つ

い
て
、
大
阪
市
長
は
低
層
階
方
式
を
採

用
し
て
固
定
資
産
税
の
賦
課
を
行
っ
て

い
た
。
当
該
建
物
の
所
有
者
が
平
成
30

年
度
の
価
格
の
決
定
に
お
け
る
登
録
価

格
を
不
服
と
し
て
審
査
申
出
を
し
た
と

こ
ろ
、
大
阪
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
が
こ
れ
を
棄
却
す
る
決
定
を
し
た

た
め
、
当
該
決
定
の
取
消
し
を
求
め
る

訴
え
が
提
起
さ
れ
た
。
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判
　
　
　
決

〔
主　
　
　

文
〕

本
件
上
告
を
棄
却
す
る
。

上
告
費
用
は
上
告
人
の
負
担
と
す

る
。

〔
理　
　
　

由
〕

上
告
代
理
人
私
市
大
介
の
上
告
受
理

申
立
て
理
由
（
た
だ
し
、
排
除
さ
れ
た

も
の
を
除
く
。）
に
つ
い
て

１　

本
件
は
、
第
１
審
判
決
別
紙
物

件
目
録
記
載
の
家
屋
（
以
下
「
本
件
家

屋
」と
い
う
。）を
所
有
す
る
上
告
人
が
、

大
阪
市
長
に
よ
り
決
定
さ
れ
家
屋
課
税

台
帳
に
登
録
さ
れ
た
本
件
家
屋
の
平
成

30
年
度
の
価
格
を
不
服
と
し
て
大
阪
市

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
に
対
し
て

審
査
の
申
出
を
し
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
を

棄
却
す
る
決
定
（
以
下
「
本
件
審
査
決

定
」
と
い
う
。）
を
受
け
た
た
め
、
被

上
告
人
を
相
手
に
、
本
件
審
査
決
定
の

取
消
し
を
求
め
る
事
案
で
あ
る
。

２　

原
審
の
適
法
に
確
定
し
た
事
実

関
係
等
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ

る
。

（
１
）
ア　

地
方
税
法
は
、
家
屋
に

対
し
て
課
す
る
基
準
年
度
の
固
定
資
産

税
の
課
税
標
準
を
、
当
該
家
屋
の
基
準

年
度
に
係
る
賦
課
期
日
に
お
け
る
価
格

（
３
４
１
条
５
号
に
よ
り
適
正
な
時
価

を
い
う
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。）
で
家

屋
課
税
台
帳
又
は
家
屋
補
充
課
税
台
帳

に
登
録
さ
れ
た
も
の
（
以
下
、
こ
れ
ら

の
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
価
格
を
「
登
録

価
格
」
と
い
う
。）
と
し
（
３
４
９
条

１
項
）、
市
町
村
長
は
、
３
８
８
条
１

項
の
固
定
資
産
評
価
基
準
に
よ
っ
て
固

定
資
産
の
価
格
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
（
４
０
３
条
１
項
）
旨
を
規
定

す
る
。
な
お
、
平
成
30
年
度
は
上
記
の

基
準
年
度
に
当
た
る
。

イ　

固
定
資
産
評
価
基
準
（
昭
和
38

年
自
治
省
告
示
第
１
５
８
号
。
平
成
30

年
総
務
省
告
示
第
２
２
９
号
に
よ
る
改

正
前
の
も
の
。
以
下
「
評
価
基
準
」
と

い
う
。）
は
、
家
屋
の
評
価
に
つ
い
て
、

木
造
家
屋
及
び
木
造
家
屋
以
外
の
家
屋

（
以
下
「
非
木
造
家
屋
」
と
い
う
。）
の

区
分
に
従
い
、
各
個
の
家
屋
に
つ
い
て

評
点
数
を
付
設
し
、
当
該
評
点
数
に
評

点
１
点
当
た
り
の
価
額
を
乗
じ
て
各
個

の
家
屋
の
価
額
を
求
め
る
方
法
に
よ
る

成
す
る
構
造
の
耐
用
年
数
が
経
過
し
な

い
限
り
、
そ
の
余
の
構
造
の
部
分
の
補

修
等
に
よ
っ
て
な
お
そ
の
建
物
と
し
て

の
効
用
の
維
持
を
図
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、

本
件
家
屋
に
つ
い
て
、
そ
の
低
層
階
を

構
成
す
る
構
造
に
応
じ
た
経
年
減
点
補

正
率
を
も
っ
て
そ
の
評
価
に
当
た
り
適

用
す
べ
き
経
年
減
点
補
正
率
と
す
る
こ

と
も
、
評
価
基
準
の
定
め
る
経
年
減
点

補
正
率
の
趣
旨
に
照
ら
し
て
合
理
性
を

欠
く
も
の
と
は
い
え
ず
、
評
価
基
準
上

許
容
さ
れ
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る

と
述
べ
て
原
審
の
判
断
を
是
認
し
、
上

告
を
棄
却
し
た
。

な
お
、
草
野
耕
一
裁
判
官
の
反
対
意

見
が
あ
る
。

【
関
連
法
規
】	

地
方
税
法
第
３
４
９
条
、

第
３
８
８
条
第
１
項
、

第
４
０
３
条
第
１
項

第
１
審
は
、
当
該
家
屋
の
低
層
階
を

構
成
す
る
構
造
の
床
面
積
は
全
体
の
約

13
％
し
か
な
く
、
そ
れ
以
外
に
低
層
階

方
式
を
採
用
す
る
合
理
的
な
理
由
が
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
低
層
階
方
式
を
採

用
す
る
こ
と
は
合
理
的
な
理
由
が
な
い

と
述
べ
て
請
求
を
認
容
し
た
の
に
対

し
、
原
審
は
、
低
層
階
方
式
を
採
用
す

る
こ
と
は
一
般
的
な
合
理
性
の
あ
る
方

法
と
い
え
る
と
述
べ
て
１
審
判
決
を
取

り
消
し
、
原
告
の
請
求
を
棄
却
し
た
。

所
有
者
は
上
告
を
し
た
が
、
本
判
決

は
、
経
年
減
点
補
正
率
は
通
常
の
維
持

管
理
を
行
う
も
の
と
し
た
場
合
に
お
い

て
、
そ
の
年
数
の
経
過
に
応
じ
て
通
常

生
ず
る
減
価
や
耐
用
年
数
を
基
礎
と
し

て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
言
及
し

た
上
で
、
本
件
家
屋
の
よ
う
な
複
合
構

造
家
屋
に
つ
い
て
使
用
に
耐
え
な
く

な
っ
た
も
の
と
し
て
こ
れ
を
取
り
壊
す

か
ど
う
か
は
、
基
本
的
に
一
棟
単
位
で

判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
と
こ
ろ
、
家
屋
に
作
用
す
る
荷

重
や
外
力
が
、
最
終
的
に
は
低
層
階
を

構
成
す
る
構
造
に
よ
っ
て
負
担
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
本
件

家
屋
に
つ
い
て
は
、
そ
の
低
層
階
を
構
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も
の
と
し
（
第
２
章
第
１
節
一
）、
非

木
造
家
屋
の
評
点
数
は
、
当
該
非
木
造

家
屋
の
再
建
築
費
評
点
数
を
基
礎
と
し

て
、
こ
れ
に
損
耗
の
状
況
に
よ
る
減
点

補
正
率
を
乗
じ
て
付
設
す
る
も
の
と
す

る
（
同
章
第
３
節
一
１
）
旨
を
定
め
て

い
る
。
評
価
基
準
は
、
非
木
造
家
屋
の

損
耗
の
状
況
に
よ
る
減
点
補
正
率
に
つ

い
て
は
、
原
則
と
し
て
経
過
年
数
に
応

ず
る
減
点
補
正
率
（
以
下
「
経
年
減
点

補
正
率
」と
い
う
。）に
よ
る
も
の
と
し
、

経
年
減
点
補
正
率
は
、
通
常
の
維
持
管

理
を
行
う
も
の
と
し
た
場
合
に
お
い

て
、
そ
の
年
数
の
経
過
に
応
じ
て
通
常

生
ず
る
減
価
を
基
礎
と
し
て
定
め
た
も

の
で
あ
っ
て
、
非
木
造
家
屋
の
構
造
区

分
に
従
い
、
非
木
造
家
屋
経
年
減
点
補

正
率
基
準
表
（
別
表
第
13
。
以
下
「
本

件
基
準
表
」
と
い
う
。）
に
示
さ
れ
て

い
る
当
該
非
木
造
家
屋
の
経
年
減
点
補

正
率
に
よ
っ
て
求
め
る
も
の
と
す
る
旨

を
定
め
て
い
る
（
同
節
五
１
（
１
））。

本
件
基
準
表
は
、
家
屋
の
用
途
の
別

に
従
い
、〔
１
〕
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
（
以
下
「
Ｓ
Ｒ
Ｃ
造
」
と
い
う
。）

及
び
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
（
以
下

「
Ｒ
Ｃ
造
」
と
い
い
、
Ｓ
Ｒ
Ｃ
造
と
併

上
18
階
建
て
の
非
木
造
家
屋
で
あ
り
、

地
下
２
階
が
Ｒ
Ｃ
造
、
地
下
１
階
及
び

地
上
１
階
が
Ｓ
Ｒ
Ｃ
造
、
地
上
２
階
か

ら
18
階
ま
で
が
Ｓ
造
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
本
件
家
屋
の
構
造
別
の
床

面
積
割
合
は
、Ｓ
造
の
部
分
が
約
87
％
、

そ
の
余
の
部
分
（
Ｒ
Ｃ
造
又
は
Ｓ
Ｒ
Ｃ

造
の
部
分
）
が
約
13
％
で
あ
る
。

（
３
）
大
阪
市
長
は
、
平
成
30
年
３

月
26
日
、
本
件
家
屋
の
平
成
30
年
度
の

価
格
を
24
億
７
０
１
１
万
２
０
０
０
円

（
以
下
「
本
件
登
録
価
格
」
と
い
う
。）

と
決
定
し
、
同
月
30
日
、
こ
れ
を
家
屋

課
税
台
帳
に
登
録
し
た
。
大
阪
市
長
が

本
件
登
録
価
格
を
決
定
す
る
に
当
た
り

本
件
家
屋
に
適
用
し
た
経
年
減
点
補
正

率
は
、
本
件
基
準
表
の
定
め
る
経
年
減

点
補
正
率
の
う
ち
構
造
別
区
分
を
Ｓ
Ｒ

Ｃ
造
等
と
す
る
も
の
（
以
下
「
Ｓ
Ｒ
Ｃ

造
等
経
年
減
点
補
正
率
」
と
い
う
。）

で
あ
る
。

上
告
人
は
、
平
成
30
年
７
月
１
日
、

本
件
登
録
価
格
を
不
服
と
し
て
審
査
の

申
出
を
し
た
と
こ
ろ
、
大
阪
市
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
会
は
、
平
成
31
年
４

月
22
日
、
こ
れ
を
棄
却
す
る
決
定
（
本

件
審
査
決
定
）
を
し
た
。

せ
て
「
Ｓ
Ｒ
Ｃ
造
等
」
と
い
う
。）、〔
２
〕

煉
瓦
造
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
造

及
び
石
造
、〔
３
〕
鉄
骨
造
（
以
下
「
Ｓ

造
」
と
い
う
。）（
骨
格
材
の
肉
厚
が
４

㎜
を
超
え
る
も
の
）、〔
４
〕
Ｓ
造
（
骨

格
材
の
肉
厚
が
３
㎜
を
超
え
４
㎜
以
下

の
も
の
）、〔
５
〕
Ｓ
造
（
骨
格
材
の
肉

厚
が
３
㎜
以
下
の
も
の
）
の
五
つ
の
構

造
別
区
分
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
経
過
年

数
に
応
じ
た
経
年
減
点
補
正
率
を
定
め

て
い
る
。
経
年
減
点
補
正
率
は
、
い
ず

れ
の
構
造
別
区
分
に
お
い
て
も
、
一
定

の
数
値
（
０
・
２
０
０
０
）
に
達
す
る

ま
で
は
、
経
過
年
数
の
増
加
に
伴
い
減

少
す
る
が
、上
記
数
値
に
達
し
た
後
は
、

経
過
年
数
が
増
加
し
て
も
変
わ
ら
な
い

も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
以
下
、
本
件
基

準
表
に
お
い
て
経
年
減
点
補
正
率
が
上

記
数
値
に
達
す
る
経
過
年
数
を
「
所
定

経
過
年
数
」
と
い
う
。）。

評
価
基
準
に
は
、
複
数
の
構
造
に
よ

り
建
築
さ
れ
て
い
る
家
屋
（
以
下
「
複

合
構
造
家
屋
」
と
い
う
。）
に
本
件
基

準
表
を
ど
の
よ
う
に
適
用
す
る
か
に
つ

い
て
の
具
体
的
な
定
め
は
な
い
。

（
２
）
本
件
家
屋
は
、
平
成
２
年
２

月
19
日
に
新
築
さ
れ
た
地
下
２
階
、
地

３　

所
論
は
、
複
合
構
造
家
屋
に
お

け
る
経
年
減
点
補
正
率
の
適
用
に
つ

き
、
地
下
階
又
は
低
層
階
（
以
下
、
併

せ
て
「
低
層
階
」
と
い
う
。）
を
構
成

す
る
構
造
の
う
ち
所
定
経
過
年
数
の
最

も
長
い
も
の
を
そ
の
主
た
る
構
造
と
し

て
、
当
該
構
造
に
応
じ
た
経
年
減
点
補

正
率
を
適
用
す
る
方
法
（
以
下
「
低
層

階
方
式
」
と
い
う
。）
は
合
理
性
を
欠

く
か
ら
、
本
件
家
屋
に
低
層
階
方
式
に

従
っ
て
求
め
ら
れ
た
Ｓ
Ｒ
Ｃ
造
等
経
年

減
点
補
正
率
を
適
用
し
て
決
定
さ
れ
た

本
件
登
録
価
格
が
、
評
価
基
準
に
よ
っ

て
決
定
さ
れ
た
も
の
と
い
え
る
と
し
た

原
審
の
判
断
に
は
、
評
価
基
準
の
解
釈

適
用
の
誤
り
が
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ

る
。４

（
１
）
家
屋
の
基
準
年
度
に
係
る

賦
課
期
日
に
お
け
る
登
録
価
格
が
評
価

基
準
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
価
格
を
上

回
る
場
合
に
は
、
そ
の
登
録
価
格
の
決

定
は
違
法
と
な
る
と
こ
ろ
（
最
高
裁
平

成
24
年
（
行
ヒ
）
第
79
号
同
25
年
７
月

12
日
第
二
小
法
廷
判
決
・
民
集
67
巻
６

号
１
２
５
５
頁
参
照
）、
評
価
基
準
は
、

非
木
造
家
屋
の
評
価
に
当
た
り
適
用
す

べ
き
経
年
減
点
補
正
率
に
つ
き
、
当
該
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そ
う
す
る
と
、本
件
家
屋
に
つ
い
て
、

そ
の
低
層
階
を
構
成
す
る
構
造
に
応
じ

た
経
年
減
点
補
正
率
を
も
っ
て
そ
の
評

価
に
当
た
り
適
用
す
べ
き
経
年
減
点
補

正
率
と
す
る
こ
と
も
、
上
記
（
２
）
の

評
価
基
準
の
定
め
る
経
年
減
点
補
正
率

の
趣
旨
に
照
ら
し
て
合
理
性
を
欠
く
も

の
と
は
い
え
ず
、
評
価
基
準
上
許
容
さ

れ
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

（
４
）
以
上
に
よ
れ
ば
、
本
件
登
録

価
格
を
決
定
す
る
に
当
た
り
、
本
件
家

屋
に
つ
い
て
、
そ
の
低
層
階
を
構
成
す

る
構
造
に
応
じ
た
Ｓ
Ｒ
Ｃ
造
等
経
年
減

点
補
正
率
を
適
用
し
た
こ
と
が
、
評
価

基
準
に
反
す
る
も
の
と
い
う
こ
と
は
で

き
な
い
。

５　

所
論
の
点
に
関
す
る
原
審
の
判

断
は
、
以
上
の
趣
旨
を
い
う
も
の
と
し

て
是
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
論
旨
は

採
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
な
お
、

そ
の
余
の
上
告
受
理
申
立
て
理
由
は
、

上
告
受
理
の
決
定
に
お
い
て
排
除
さ
れ

た
。よ

っ
て
、
裁
判
官
草
野
耕
一
の
反
対

意
見
が
あ
る
ほ
か
、
裁
判
官
全
員
一
致

の
意
見
で
、主
文
の
と
お
り
判
決
す
る
。

裁
判
官
草
野
耕
一
の
反
対
意
見
は
、

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

私
は
、
多
数
意
見
と
は
異
な
り
、
原

判
決
を
破
棄
し
、
被
上
告
人
の
控
訴
を

棄
却
す
べ
き
で
あ
る
と
思
料
す
る
。
本

件
登
録
価
格
を
是
認
し
た
本
件
審
査
決

定
を
取
り
消
す
こ
と
は
、
上
告
人
の
納

税
者
と
し
て
の
正
当
な
利
益
を
擁
護
す

る
た
め
に
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
豊
か

で
公
正
な
社
会
の
形
成
に
資
す
る
税
制

度
を
構
築
す
る
上
に
お
い
て
も
避
け
て

は
な
ら
な
い
司
法
判
断
で
あ
る
と
考
え

る
か
ら
で
あ
る
が
、
そ
う
考
え
る
理
由

を
明
ら
か
に
す
べ
く
、
以
下
に
お
い
て

は
租
税
法
の
解
釈
の
あ
り
方
に
関
す
る

一
般
的
な
考
察
か
ら
論
を
進
め
る
こ
と

に
し
た
い
。

１　

租
税
法
は
、
形
式
的
に
は
行
政

法
の
一
分
野
に
す
ぎ
な
い
が
、〔
１
〕

税
収
と
い
う
国
家
の
主
要
か
つ
恒
久
的

な
財
源
を
生
み
出
す
制
度
と
し
て
国
家

の
死
命
を
制
す
る
重
要
性
を
有
し
て
お

り
、
そ
の
一
方
に
お
い
て
、〔
２
〕
国

民
の
経
済
活
動
に
対
し
て
重
大
な
影
響

を
及
ぼ
す
制
度
と
し
て
（
正
し
く
こ
れ

を
用
い
れ
ば
）
豊
か
な
社
会
の
形
成
を

促
し
得
る
反
面
、（
そ
の
運
用
を
誤
れ

ば
）
こ
れ
を
妨
げ
る
お
そ
れ
を
内
包
し

本
件
家
屋
は
、
地
下
２
階
、
地
上
18
階

建
て
の
非
木
造
家
屋
で
あ
り
、
地
下
２

階
が
Ｒ
Ｃ
造
、
地
下
１
階
及
び
地
上
１

階
が
Ｓ
Ｒ
Ｃ
造
、
地
上
２
階
か
ら
18
階

ま
で
が
Ｓ
造
で
構
成
さ
れ
、
構
造
別
の

床
面
積
割
合
は
、
Ｓ
造
の
部
分
が
約

87
％
、
そ
の
余
の
部
分
が
約
13
％
で
あ

る
と
こ
ろ
、
こ
の
よ
う
な
複
合
構
造
家

屋
で
あ
っ
て
も
、
使
用
に
耐
え
な
く

な
っ
た
も
の
と
し
て
こ
れ
を
取
り
壊
す

か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
一

棟
単
位
で
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
家
屋
に
作
用
す
る
荷
重
や

外
力
が
、
最
終
的
に
は
低
層
階
を
構
成

す
る
構
造
に
よ
っ
て
負
担
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
上
記
の
よ

う
な
構
造
の
本
件
家
屋
に
つ
い
て
は
、

そ
の
低
層
階
を
構
成
す
る
構
造
の
耐
用

年
数
が
経
過
し
な
い
限
り
、
そ
の
余
の

構
造
の
部
分
の
補
修
等
に
よ
っ
て
な
お

そ
の
建
物
と
し
て
の
効
用
の
維
持
を
図

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
り
、
上
記
の
取
壊
し
に
係
る
判

断
が
、
低
層
階
を
構
成
す
る
構
造
に
着

目
し
て
さ
れ
る
も
の
と
み
る
こ
と
も
、

不
合
理
と
は
い
え
な
い
。

非
木
造
家
屋
の
構
造
区
分
に
従
い
、
本

件
基
準
表
に
示
さ
れ
て
い
る
当
該
非
木

造
家
屋
の
経
年
減
点
補
正
率
に
よ
っ
て

求
め
る
も
の
と
す
る
が
、
非
木
造
家
屋

が
複
合
構
造
家
屋
で
あ
る
場
合
に
適
用

す
べ
き
経
年
減
点
補
正
率
の
具
体
的
な

求
め
方
を
定
め
て
い
な
い
。

（
２
）
そ
こ
で
、
本
件
登
録
価
格
の

決
定
に
当
た
り
、
複
合
構
造
家
屋
で
あ

る
本
件
家
屋
に
Ｓ
Ｒ
Ｃ
造
等
経
年
減
点

補
正
率
を
適
用
し
た
こ
と
が
評
価
基
準

に
反
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
検
討
す
る

と
、
本
件
基
準
表
の
定
め
る
経
年
減
点

補
正
率
は
、
通
常
の
維
持
管
理
を
行
う

も
の
と
し
た
場
合
に
お
い
て
そ
の
年
数

の
経
過
に
応
じ
て
通
常
生
ず
る
減
価
を

基
礎
と
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ

り
、
非
木
造
家
屋
の
構
造
区
分
に
応
じ

た
、
構
造
耐
力
の
減
少
や
損
傷
に
よ
る

劣
化
等
の
物
理
的
要
因
に
よ
り
定
ま
る

耐
用
年
数
（
家
屋
が
使
用
に
耐
え
な
く

な
る
ま
で
の
年
数
を
い
う
。
以
下
同

じ
。）
を
基
礎
と
し
て
、
機
能
的
要
因

や
経
済
的
要
因
に
よ
り
定
ま
る
耐
用
年

数
な
ど
を
も
考
慮
し
て
定
め
ら
れ
た
も

の
と
解
さ
れ
る
。

（
３
）
前
記
事
実
関
係
等
に
よ
れ
ば
、
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て
い
る
。
さ
ら
に
、〔
３
〕
租
税
の
徴

収
は
納
税
者
た
る
国
民
に
と
っ
て
は
財

産
の
喪
失
と
い
う
不
利
益
を
甘
受
す
る

こ
と
を
意
味
す
る
事
態
で
あ
り
、
憲
法

は
、
国
民
が
「
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
」
納
税
の
義
務
を
負
う
（
30
条
）

と
定
め
る
一
方
に
お
い
て
、
租
税
の
根

拠
と
な
る
規
範
の
制
定
・
変
更
は
国
会

が
定
め
る
法
律
（
あ
る
い
は
法
律
の
定

め
る
条
件
）
に
よ
る
こ
と
を
明
示
的
に

要
求
し
て
い
る
（
84
条
）。

こ
の
う
ち
、
租
税
法
の
上
記
〔
２
〕

の
性
格
か
ら
は
、
立
法
論
・
解
釈
論
の

双
方
に
お
い
て
、「
税
制
度
の
内
容
が

不
明
確
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
社
会
の

生
産
活
動
に
不
測
の
損
害
や
委
縮
効
果

を
も
た
ら
さ
な
い
よ
う
に
課
税
要
件
を

明
確
な
も
の
と
す
る
」と
い
う
理
念（
以

下
、
こ
の
理
念
を
「
課
税
要
件
の
明
確

性
」
と
い
う
。）
の
可
及
的
実
現
が
求

め
ら
れ
（
上
記
〔
３
〕
の
憲
法
上
の
要

請
も
、
こ
う
し
た
課
税
要
件
の
明
確
性

の
要
請
を
内
包
し
て
い
る
も
の
と
解
さ

れ
る
。）、
財
産
税
で
あ
る
固
定
資
産
税

に
つ
い
て
も
、
課
税
標
準
を
明
確
な
も

の
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
課
税
要
件

の
明
確
性
を
可
及
的
に
満
足
さ
せ
る
こ

た
経
年
減
点
補
正
率
の
算
定
方
式
が
評

価
基
準
の
解
釈
を
誤
っ
た
違
法
な
も
の

で
あ
っ
た
か
否
か
で
あ
る
が
、
評
価
基

準
は
、
非
木
造
家
屋
に
適
用
す
べ
き
経

年
減
点
補
正
率
を
そ
の
「
構
造
区
分
に

従
い
」求
め
る
も
の
と
す
る
の
み
で（
第

２
章
第
３
節
五
）、
複
合
構
造
家
屋
た

る
非
木
造
家
屋
（
以
下
、
単
に
「
複
合

構
造
家
屋
」
と
い
う
。）
に
適
用
す
べ

き
経
年
減
点
補
正
率
の
具
体
的
な
算
定

方
式
（
以
下
、
単
に
「
算
定
方
式
」
と

い
う
。）
を
明
示
し
て
い
な
い
。
し
か

し
な
が
ら
、
地
方
税
法
は
、
市
町
村
長

は
「
固
定
資
産
評
価
基
準
に
よ
っ
て
、

固
定
資
産
の
価
格
を
決
定
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
か

ら
（
４
０
３
条
１
項
）、
上
記
の
点
を

根
拠
と
し
て
算
定
方
式
の
選
択
が
税
務

当
局
の
自
由
な
選
択
に
委
ね
ら
れ
て
い

る
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
複
合
構

造
家
屋
に
適
用
す
る
経
年
減
点
補
正
率

の
算
定
方
式
を
決
定
す
る
に
当
た
っ
て

は
、
評
価
基
準
の
関
連
規
定
の
文
理
と

文
理
か
ら
推
認
し
得
る
立
法
趣
旨
や
精

緻
な
論
理
分
析
に
依
拠
し
つ
つ
で
き
る

限
り
合
理
的
な
解
釈
を
試
み
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

と
は
可
能
で
あ
る
。
そ
し
て
、
課
税
要

件
の
明
確
性
を
可
及
的
に
満
足
さ
せ
る

こ
と
は
、
現
代
社
会
に
お
い
て
も
な
お

主
要
な
生
産
財
で
あ
る
固
定
資
産
を
課

税
対
象
と
す
る
固
定
資
産
税
を
有
意
義

な
税
制
度
と
し
て
存
続
せ
し
め
る
上
で

焦
眉
の
課
題
で
あ
り
、
そ
う
で
あ
る
以

上
、
固
定
資
産
税
に
係
る
法
令
を
解
釈

す
る
に
当
た
っ
て
は
、
で
き
る
限
り
規

定
の
文
理
に
忠
実
な
解
釈
を
行
う
こ
と

を
も
っ
て
原
則
と
す
べ
き
で
あ
る
。
そ

の
上
で
、
文
理
か
ら
だ
け
で
は
一
義
的

な
解
釈
を
行
い
得
な
い
場
合
に
は
、
文

理
か
ら
推
認
し
得
る
立
法
趣
旨
や
精
緻

な
論
理
分
析
に
依
拠
し
つ
つ
で
き
る
限

り
合
理
的
な
解
釈
を
試
み
る
と
と
も

に
、
解
釈
の
結
果
導
き
出
さ
れ
た
準
則

が
納
税
者
に
お
い
て
容
易
に
は
予
測
す

る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
と
き

は
、
税
務
当
局
の
責
任
に
お
い
て
、
当

該
準
則
を
納
税
者
に
対
し
て
あ
ら
か
じ

め
公
表
し
、
も
っ
て
納
税
者
に
不
測
の

損
害
が
発
生
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
解
す
べ
き
で

あ
る
。

２　

本
件
の
核
心
的
争
点
は
、
本
件

登
録
価
格
を
決
定
す
る
に
際
し
て
用
い

以
下
で
は
、
考
え
得
る
い
く
つ
か
の

算
定
方
式
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
上

で
本
件
で
用
い
ら
れ
た
算
定
方
式
に
つ

い
て
法
的
評
価
を
述
べ
る
こ
と
と
す

る
。３

（
１
）
ま
ず
考
え
ら
れ
る
算
定
方

式
と
し
て
、
構
造
別
方
式
（
対
象
と
な

る
複
合
構
造
家
屋
を
構
造
ご
と
に
区
分

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
構
造
部
分
の
評
点
数

を
当
該
構
造
部
分
に
対
応
す
る
経
年
減

点
補
正
率
を
用
い
て
計
算
す
る
算
定
方

式
）
が
あ
る
。
同
方
式
は
、〔
１
〕「
構

造
区
分
に
従
い
」
経
年
減
点
補
正
率
を

求
め
る
も
の
と
す
る
評
価
基
準
の
前
記

規
定
の
趣
旨
に
合
致
す
る
上
、〔
２
〕

経
年
減
点
補
正
率
を
乗
ず
る
こ
と
と
な

る
再
建
築
費
評
点
数
に
つ
い
て
は
、
複

合
構
造
家
屋
の
場
合
に
そ
れ
ぞ
れ
の
構

造
に
応
じ
た
非
木
造
家
屋
評
点
基
準
表

を
用
い
て
算
定
す
る
こ
と
を
明
示
的
に

要
求
し
て
い
る
評
価
基
準
の
規
定
（
第

２
章
第
３
節
二
１
（
３
））
に
整
合
す

る
点
で
合
理
性
を
有
す
る
。も
っ
と
も
、

評
価
基
準
は
、
部
分
別
に
求
め
た
再
建

築
費
評
点
数
を
「
合
計
し
て
」
当
該
家

屋
自
体
の
再
建
築
費
評
点
数
を
求
め
る

も
の
と
し
て
お
り
（
第
２
章
第
３
節
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〔
１
〕
評
価
基
準
上
、
所
定
経
過
年
数

が
満
了
し
て
も
経
年
減
点
補
正
率
は

20
％
の
値
を
保
持
し
、
以
後
こ
の
値
は

減
少
し
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
鑑
み
る
な
ら
ば
、
所
定
経
過
年
数
の

満
了
以
前
に
お
け
る
経
年
減
点
補
正
率

の
算
定
は
対
象
家
屋
が
当
該
期
間
中
に

取
り
壊
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
こ
と
を
前

提
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
と
解
す
べ

き
で
あ
り
、
そ
う
で
あ
る
以
上
、
複
合

構
造
家
屋
に
適
用
す
べ
き
経
年
減
点
補

正
率
を
考
え
る
に
当
た
っ
て
家
屋
の
取

壊
し
の
問
題
を
考
慮
要
素
と
す
る
こ
と

に
合
理
性
が
あ
る
と
は
い
い
難
く
、
加

え
て
、〔
２
〕「
主
た
る
構
造
」
と
い
う

概
念
は
外
延
の
み
な
ら
ず
内
包
そ
の
も

の
が
曖
昧
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
に
曖
昧

な
概
念
を
解
釈
論
の
中
核
に
据
え
る
こ

と
は
、
説
得
力
の
あ
る
解
釈
論
を
導
き

出
す
上
で
有
効
で
な
い
ば
か
り
か
、
恣

意
的
・
詭
弁
的
な
解
釈
を
正
当
化
す
る

温
床
と
も
な
り
か
ね
な
い
か
ら
で
あ

る
。（

３
）
で
は
、
主
た
る
構
造
論
に
依

拠
す
る
こ
と
な
く
し
て
、
平
均
一
棟
方

式
以
外
の
一
棟
方
式
（
以
下
「
他
の
一

棟
方
式
」
と
い
う
。）
に
合
理
性
を
見

い
だ
し
得
る
根
拠
は
あ
る
だ
ろ
う
か
。

思
う
に
、
他
の
一
棟
方
式
の
合
理
性
を

根
拠
付
け
得
る
唯
一
の
理
由
は
、
構
造

別
方
式
や
平
均
一
棟
方
式
は
計
算
が
複

雑
す
ぎ
て
地
方
団
体
の
評
価
事
務
が
煩

雑
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
実
務
上
の

も
の
で
あ
ろ
う
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ

る
数
理
計
算
が
普
及
し
た
現
代
に
お
い

て
こ
の
実
務
上
の
理
由
に
い
か
ほ
ど
の

説
得
力
が
あ
る
の
か
疑
問
な
し
と
し
な

い
が
、
少
な
く
と
も
本
件
家
屋
に
関
し

て
最
初
に
登
録
価
格
が
決
定
さ
れ
た
当

時
に
お
い
て
は
、
構
造
別
方
式
や
平
均

一
棟
方
式
を
用
い
た
計
算
は
、
地
方
団

体
に
と
っ
て
少
な
か
ら
ぬ
負
担
で
あ
っ

た
か
も
し
れ
な
い
。

そ
こ
で
、
計
算
の
簡
素
化
を
根
拠
と

し
て
合
理
性
を
肯
定
し
得
る
他
の
一
棟

方
式
に
は
い
か
な
る
も
の
が
あ
り
得
る

の
か
検
討
す
る
に
、
他
の
一
棟
方
式
と

し
て
は
、
低
層
階
方
式
の
ほ
か
、〔
１
〕

最
短
方
式
（
最
も
所
定
経
過
年
数
の
短

い
構
造
に
対
応
す
る
経
年
減
点
補
正
率

を
も
っ
て
家
屋
全
体
の
経
年
減
点
補
正

率
と
す
る
方
式
）、〔
２
〕
床
面
積
方
式
、

〔
３
〕
最
長
方
式
（
最
も
所
定
経
過
年

数
の
長
い
構
造
に
対
応
す
る
経
年
減
点

経
年
減
点
補
正
率
を
家
屋
全
体
の
経
年

減
点
補
正
率
と
す
る
と
い
う
も
の
（
以

下
、こ
の
算
定
方
式
を
「
床
面
積
方
式
」

と
い
う
。）
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
わ

れ
る
。
そ
し
て
、
床
面
積
方
式
を
正
当

化
す
る
根
拠
と
し
て
し
ば
し
ば
喧
伝
さ

れ
て
き
た
論
理
は
、〔
１
〕
複
合
構
造

家
屋
で
あ
っ
て
も
、
家
屋
の
取
壊
し
は

基
本
的
に
は
一
棟
を
単
位
と
し
て
判
断

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
経
年
減
点
補
正
率

の
適
用
は
一
棟
単
位
で
判
断
す
べ
き
で

あ
り
、
そ
う
で
あ
る
以
上
、〔
２
〕
複

合
構
造
家
屋
に
お
け
る
経
年
減
点
補
正

率
の
適
用
は
、
主
た
る
構
造
に
よ
り
一

棟
単
位
で
構
造
種
別
を
定
め
た
上
で
行

う
こ
と
が
望
ま
し
い
と
こ
ろ
、〔
３
〕

複
合
構
造
家
屋
に
つ
い
て
は
、
最
大
床

面
積
構
造
に
つ
い
て
、
そ
の
部
分
が
傷

ん
だ
場
合
、
当
該
家
屋
を
建
て
替
え
る

場
合
が
比
較
的
多
い
と
い
え
る
と
い
う

も
の
で
あ
る
（
以
上
の
論
理
の
う
ち

〔
１
〕
及
び
〔
２
〕
の
部
分
を
、
以
下

に
お
い
て
は
「
主
た
る
構
造
論
」
と
い

う
。）。

し
か
し
な
が
ら
，
評
価
基
準
の
解
釈

論
と
し
て
主
た
る
構
造
論
に
合
理
性
が

あ
る
と
は
考
え
難
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

二
６
）、
複
合
構
造
家
屋
に
つ
い
て
は
、

構
造
ご
と
の
再
建
築
費
評
点
数
を
合
計

し
て
求
め
ら
れ
た
家
屋
全
体
の
再
建
築

費
評
点
数
に
一
つ
の
経
年
減
点
補
正
率

を
乗
じ
て
家
屋
全
体
の
評
点
数
を
求
め

る
算
定
方
式
（
以
下
、
か
か
る
算
定
方

式
を
総
称
し
て「
一
棟
方
式
」と
い
う
。）

の
方
が
、
評
価
基
準
の
文
理
に
よ
り
適

合
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。

（
２
）
そ
こ
で
、
い
か
な
る
一
棟
方

式
が
評
価
基
準
の
諸
規
定
に
照
ら
し
て

合
理
的
な
算
定
方
式
と
い
え
る
か
検
討

す
る
に
、
各
構
造
に
対
応
す
る
経
年
減

点
補
正
率
を
構
造
ご
と
の
床
面
積
の
大

き
さ
に
応
じ
て
加
重
平
均
し
た
値
を

も
っ
て
家
屋
全
体
に
適
用
さ
れ
る
べ
き

経
年
減
点
補
正
率
と
す
る
も
の（
以
下
、

こ
の
算
定
方
式
を
「
平
均
一
棟
方
式
」

と
い
う
。）
が
、上
記
（
１
）〔
１
〕、〔
２
〕

の
評
価
基
準
の
規
定
や
そ
の
趣
旨
に
合

致
し
、
最
も
合
理
的
な
一
棟
方
式
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

他
方
、
こ
れ
ま
で
の
課
税
実
務
に
お

い
て
多
く
用
い
ら
れ
て
き
た
一
棟
方
式

は
、
家
屋
全
体
の
中
で
最
も
大
き
な
床

面
積
を
占
め
る
構
造
（
以
下
「
最
大
床

面
積
構
造
」
と
い
う
。）
に
対
応
し
た
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補
正
率
を
も
っ
て
家
屋
全
体
の
経
年
減

点
補
正
率
と
す
る
方
式
）
な
ど
が
考
え

ら
れ
る
。

こ
の
う
ち
、
最
短
方
式
は
、
納
税
者

に
最
も
有
利
な
算
定
方
式
で
あ
り
、
不

合
理
な
算
定
方
式
と
評
価
す
べ
き
理
由

は
な
い
。
ま
た
、
床
面
積
方
式
を
用
い

た
場
合
に
は
、
概
し
て
、
同
方
式
に
よ

り
算
定
さ
れ
る
経
年
減
点
補
正
率
は
平

均
一
棟
方
式
に
よ
り
算
出
さ
れ
る
経
年

減
点
補
正
率
か
ら
さ
ほ
ど
か
い
離
す
る

も
の
で
は
な
く
、
生
じ
得
る
か
い
離
が

納
税
者
に
と
っ
て
必
ず
し
も
不
利
に
働

く
と
も
限
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
主

た
る
構
造
論
に
よ
り
床
面
積
方
式
を
正

当
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て

も
、
計
算
の
簡
素
化
と
い
う
実
務
的
理

由
を
も
っ
て
他
の
一
棟
方
式
の
採
用
を

正
当
化
す
る
理
由
と
な
る
と
考
え
る
限

り
、
床
面
積
方
式
は
合
理
的
な
算
定
方

式
と
い
い
得
る
だ
ろ
う
。

他
方
、
最
長
方
式
に
よ
れ
ば
、
最
も

所
定
経
過
年
数
の
長
い
構
造
に
対
応
す

る
経
年
減
点
補
正
率
（
納
税
者
に
と
っ

て
最
も
不
利
な
経
年
減
点
補
正
率
）が
、

当
該
構
造
の
占
め
る
割
合
が
い
か
に
小

さ
く
て
も
、
家
屋
全
体
に
適
用
さ
れ
る

も
っ
と
も
、
低
層
階
方
式
は
、
そ
の

適
用
範
囲
を
限
定
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
こ
れ
を
合
理
的
な
算
定
方
式
と
す

る
余
地
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
な
ぜ

な
ら
ば
、〔
１
〕
家
屋
に
作
用
す
る
重

力
や
外
力
に
対
す
る
負
担
は
高
層
階
よ

り
も
低
層
階
の
方
が
相
対
的
に
大
き
い

で
あ
ろ
う
か
ら
、〔
２
〕
家
屋
の
損
耗

の
進
行
を
抑
え
る
上
に
お
い
て
は
高
層

階
よ
り
低
層
階
の
方
が
重
要
性
が
高

く
、〔
３
〕
し
か
り
と
す
れ
ば
、
家
屋

全
体
に
適
用
す
べ
き
経
年
減
点
補
正
率

を
算
定
す
る
に
当
た
っ
て
も
、
高
層
階

よ
り
も
低
層
階
の
構
造
に
対
し
て
よ
り

大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
与
え
て
計
算
を
行

う
こ
と
自
体
は
合
理
的
で
あ
る
と
思
え

る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
計
算
の
簡

素
化
の
観
点
も
踏
ま
え
た
現
実
的
な
算

定
方
式
と
し
て
、
例
え
ば
、「
家
屋
全

体
の
下
方
か
ら
５
分
の
２
を
占
め
る
各

階
が
全
て
同
じ
構
造
で
あ
る
場
合
に

は
、
た
と
え
そ
の
構
造
が
最
大
床
面
積

構
造
で
は
な
く
て
も
そ
の
構
造
に
対
応

す
る
経
年
減
点
補
正
率
を
も
っ
て
家
屋

全
体
に
適
用
す
る
経
年
減
点
補
正
率
と

す
る
」
こ
と
に
す
れ
ば
、
そ
れ
は
床
面

積
方
式
と
比
肩
し
得
る
程
度
に
合
理
的

こ
と
に
な
る
。
英
米
の
法
律
家
は
苛
斂

誅
求
な
る
法
律
を
評
し
て
し
ば
し
ば

「
ド
ラ
コ
ニ
ア
ン
」
と
い
う
言
葉
を
口

に
す
る
が
（「
古
代
ア
テ
ネ
の
ド
ラ
コ

ン
の
法
典
の
よ
う
に
過
酷
な
」
と
い
う

意
味
で
あ
る
。）、
最
長
方
式
は
ま
さ
し

く
ド
ラ
コ
ニ
ア
ン
な
算
定
方
式
で
あ

り
、
こ
れ
を
も
っ
て
合
理
的
な
一
棟
方

式
で
あ
る
と
は
到
底
い
え
な
い
。

（
４
）
以
上
を
踏
ま
え
て
、
低
層
階

方
式
に
つ
い
て
検
討
す
る
に
、
多
数
意

見
は
、低
層
階
（
地
下
階
又
は
低
層
階
）

を
構
成
す
る
構
造
の
う
ち
所
定
経
過
年

数
の
最
も
長
い
構
造
に
対
応
す
る
経
年

減
点
補
正
率
を
家
屋
全
体
に
適
用
す
る

算
定
方
式
の
こ
と
を
「
低
層
階
方
式
」

と
定
義
し
て
い
る
。
低
層
階
方
式
を
こ

の
よ
う
に
定
義
す
る
限
り
、
そ
の
帰
結

は
ほ
と
ん
ど
常
に
最
長
方
式
の
帰
結
と

同
じ
で
あ
り
（
最
も
所
定
経
過
年
数
の

長
い
構
造
が
低
層
階
以
外
で
用
い
ら
れ

る
の
は
例
外
的
な
場
合
だ
け
で
あ
ろ

う
。）、
そ
う
で
あ
る
以
上
低
層
階
方
式

は
最
長
方
式
と
同
様
に
ド
ラ
コ
ニ
ア
ン

な
算
定
方
式
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
も
っ

て
合
理
的
な
算
定
方
式
と
解
す
る
こ
と

は
到
底
で
き
な
い
。

な
算
定
方
式
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い

（
以
下
、
こ
の
よ
う
に
低
層
階
の
方
が

高
層
階
よ
り
も
損
耗
の
進
行
を
抑
え
る

上
で
重
要
で
あ
る
こ
と
を
し
ん
し
ゃ
く

し
た
上
で
計
算
の
簡
素
化
の
要
請
を
も

満
足
さ
せ
て
い
る
算
定
方
式
を
総
称
し

て
「
穏
や
か
な
低
層
階
方
式
」
と
い
い
、

こ
れ
と
区
別
す
る
た
め
に
、
多
数
意
見

の
定
義
す
る
低
層
階
方
式
を
「
厳
し
い

低
層
階
方
式
」
と
い
い
、
両
者
を
併
せ

て
単
に
「
低
層
階
方
式
」
と
い
う
。）。

し
か
し
な
が
ら
、
穏
や
か
な
低
層
階
方

式
は
、
そ
の
具
体
的
な
算
定
方
式
が
一

義
的
に
定
ま
る
も
の
で
は
な
い
上
、
こ

れ
を
い
か
に
定
め
る
か
に
よ
っ
て
そ
の

帰
結
は
異
な
っ
た
も
の
と
な
ら
ざ
る
を

得
な
い
。
例
え
ば
、
上
記
に
掲
げ
た
例

に
お
け
る
「
５
分
の
２
」
を
「
３
分
の

１
」
と
し
た
り
、
あ
る
い
は
、「
各
階

が
全
て
同
じ
構
造
」
を
「
各
階
の
床
面

積
の
半
分
以
上
が
全
て
同
じ
構
造
」
と

し
て
も
な
お
合
理
的
な
算
定
方
式
で
あ

る
と
評
価
す
る
余
地
は
あ
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
そ
の
帰
結
は
上
記
に
例
示
し

た
算
定
方
式
の
帰
結
と
は
明
ら
か
に
異

な
る
。
要
す
る
に
、
穏
や
か
な
低
層
階

方
式
は
、
具
体
的
な
算
定
方
式
が
示
さ
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に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
上
記
登
録
価
格
の

決
定
は
違
法
で
あ
り
、
そ
う
で
あ
る
以

上
、
当
初
の
登
録
価
格
の
決
定
の
計
算

に
依
拠
し
つ
つ
こ
れ
と
同
じ
算
定
方
式

を
用
い
て
な
さ
れ
た
本
件
登
録
価
格
の

決
定
も
ま
た
違
法
で
あ
る
。
よ
っ
て
、

上
告
人
の
請
求
を
認
容
し
た
第
１
審
判

決
は
、
結
論
に
お
い
て
相
当
で
あ
る
か

ら
、
同
判
決
を
取
消
し
て
同
請
求
を
棄

却
し
た
原
判
決
を
破
棄
し
、
被
上
告
人

の
控
訴
を
棄
却
す
べ
き
で
あ
る
。（
裁

判
長
裁
判
官　

尾
島
明　

裁
判
官　

三

浦
守　

裁
判
官　

草
野
耕
一　

裁
判
官

　

岡
村
和
美
）

れ
な
い
限
り
、
納
税
者
は
そ
の
内
容
を

合
理
的
に
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

も
の
で
あ
り
、
こ
の
点
に
お
い
て
こ
れ

ま
で
に
述
べ
て
き
た
算
定
方
式
と
は
性

格
を
大
き
く
異
に
す
る
。し
た
が
っ
て
、

穏
や
か
な
低
層
階
方
式
に
基
づ
い
て
な

さ
れ
た
価
格
の
決
定
が
適
法
と
い
え
る

た
め
に
は
、
前
記
１
の
と
お
り
、
税
務

当
局
が
そ
の
具
体
的
算
定
方
式
を
あ
ら

か
じ
め
公
表
し
て
い
る
こ
と
を
も
っ
て

そ
の
必
要
条
件
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。４　

以
上
の
検
討
を
踏
ま
え
て
本
件

を
み
る
と
、
原
審
の
認
定
に
よ
れ
ば
、

大
阪
市
長
が
本
件
家
屋
に
関
し
て
最
初

に
登
録
価
格
を
決
定
し
た
際
に
用
い
た

算
定
方
式
は
、
低
層
階
方
式
で
あ
る
。

し
か
る
と
こ
ろ
、
被
上
告
人
は
、
当
該

決
定
を
行
う
に
先
立
っ
て
、
複
合
構
造

家
屋
に
用
い
る
低
層
階
方
式
が
具
体
的

に
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
の
か
を
納
税

者
に
対
し
て
一
切
公
表
し
て
い
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
大
阪
市
長
が
実
際
に
採

用
し
た
低
層
階
方
式
が
厳
し
い
低
層
階

方
式
で
あ
っ
た
の
で
あ
れ
ば
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
た
と
え
そ
れ
が
穏
や
か
な
低

層
階
方
式
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ


